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山梨大学における環境保全への取組み

国立大学法人山梨大学 学長 前田秀一郎



山梨大学は、「地域の中核を担う人材、世界で活躍する人材」の養成を通し、社会の発展に寄与
することを重要な使命としています。この使命を達成するために、教職員が協力して、先端領域の
世界的研究プロジェクトを構築、推進し、得られた成果を広く社会に提供すると同時に、優れた課
題探究能力と応用力を持った国際的に活躍できる人材の育成に取組んでいます。
一方、山梨県では、「暮らしやすさ日本一の県づくり」のため、県政運営の基本指針として、第

二期チャレンジ山梨行動計画」が策定されています。この計画には、「元気産業創出」チャレンジ、
「環境先進地域」チャレンジなど7つの基本目標が設定されており、そのための政策として、「未
来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現」、「自然力を活かしたクリーンエネルギーの導
入促進」、「地球にやさしい省エネライフの推進と循環型社会の形成」、「快適で美しい環境の保
全」などが挙げられています。本学では、山梨県の抱えるこれらの課題を国際的に高いレベルで探
求し、その成果を地域、全国、ひいては世界の課題解決に応用することによって、環境保全、並び
に社会の持続的な繁栄に寄与したいと願っています。
そこで、平成24年度には、さらなる教育研究機能の強化を図るため、以下の組織改革を実現しまし
た。
① 「持続的な農作物の生産と加工及び流通による地域社会の繁栄を実現するために必要となる、

生命科学、食物生産・加工、環境・エネルギー、地域経済・企業経営・行政に関し広い視野を持つ
人材を、自然と社会の共生科学に基づき養成する」ことを基本理念とする新学部「生命環境学部」
の創設。
② 教員育成機能の充実と、生涯学習を担う教育人材養成システム構築のため教育人間科学部の

改組。
③ グローバル化社会を見据えた世界的に活躍できるエンジニアの育成と産学官連携によるイノ

ベーション（技術革新）の創出を目指した工学部の改組。
一方、地球環境の改善と低迷する経済状態の打破を目指して、環境エネルギー分野の科学技術を

飛躍的に発展させるグリーンイノベーションの創出が、わが国の新成長戦略分野の一つとして位置
付けられています。そして再生可能エネルギーの導入、クリーンで効率の高い燃料電池自動車用水
素ステーションの整備が世界的に進められており、一昨年３月の東日本大震災と原子力発電所事故
の後は、その動きが加速しています。
このような中、本学では、社会の要請に応えるため、以下の先端的研究拠点を設置し、研究を推進
しています。
① 燃料電池、太陽光発電やバイオマス利用などの、環境に配慮した新エネルギー創出に関する

研究を推進し、省エネルギー、環境問題の解決に貢献することを目的とする「クリーンエネルギー
研究センター」
② 「グローバルCOEプログラム」に採択された、国内外における水資源の枯渇、水災害、水環

境の悪化、水に起因する病気などの水問題解決の処方箋を提供することを目的とする研究「アジア
域での流域総合水管理研究教育の展開」の拠点、「国際流域環境研究センター」
③ 自動車用、家庭用、携帯機器用あるいは火力代替発電所用として期待が寄せられている燃料

電池の早期実用化を目指す、先端的産学官連携研究「HiPer-FCプロジェクト」の拠点、「燃料電池
ナノ材料研究センター」
文部科学省、経済産業省、独立行政法人、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、山梨

県や県内外の企業などからの支援を基に設置された、これら世界的研究拠点での先端的研究の成果
により、本学は、環境保全ならびに新エネルギーに関する産業の創出を目指しています。
さらに本学では、文部科学省の「平成２３年度博士課程教育リーディングプログラム」に採択さ

れた、「グリーンエネルギー変換工学」大学院教育プログラムを、クリーンエネルギー研究セン
ター、並びに燃料電池ナノ材料研究センターの先生方を中心に、国内外の産・学・官の皆さま方に
ご協力いただきながら推進しています。本プログラムでは、広範な基礎学力や倫理性、俯瞰力や応
用力、グローバル・コミュニケーション力などを身につけ、燃料電池、太陽電池、水素エネルギー
社会に貢献できる、国際競争力あるグローバルビジネスエリートを、産学官の多様な分野へ輩出す
ることを目指します。
このように本学は、２００２年に策定した山梨大学環境宣言に基づき、学生、教職員が協力して、

環境改善への取組みを今後も継続することによって、美しい環境を、豊かな未来社会に伝えるため
に貢献することを目指します。
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環境方針（山梨大学 環境宣言）

（基本理念）
人類が２１世紀をより良く生きるためには、人間の社会的行動によって起

こる地球環境への負荷を軽減し、物質循環を基本とするゼロエミッションの
社会を構築する必要があります。このような持続性のある循環型社会を構築
し、維持していくことは私たちの責務であり、これらに向けた取り組みは必
要不可欠であります。

本学では、よりよい環境を目指して、教育及び学術研究の面から地球環境
の向上に貢献するための環境活動を実施するものであります。

（基本方針）
本学は、基本理念を実現するために、職員及び学生など、本学に関わる全

ての人々の協力のもとに、それぞれの立場で「個人として」、「組織とし
て」、自発的・積極的に環境活動に取り組みます。

（１）地球環境の保全・改善活動を推進するために、教育及び学術研究活動
を通じて、循環型社会を担う２１世紀に必要な人材を育成するとともに、教
育啓発活動を積極的に展開します。
（２）環境目的及び目標を設定し、環境マネジメントシステムの継続的な改
善を図ります。
（３）循環型社会の実現を目指し、廃棄物の減量化、再利用、リサイクルな
どにより、省資源・省エネルギーに取り組み、環境維持・改善と汚染予防に
つとめます。
（４）適用される環境関連の法規、規制、協定、自主基準などを遵守します。
（５）山梨県における環境活動に積極的に参画し、地域環境の保全・改善活
動を支援します。
（６）この環境宣言は文書化し、大学ホームページなどを通じて、職員・学
生など、本学に関わるすべての人々に周知するとともに、地域社会へも公開
し、また、環境活動への取り組みを公表します。

山梨大学長
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環境に対する基本理念（山梨大学憲章）
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主要な事業所
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※図のほか、附属４校園（幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校）があります。

＜甲府キャンパス＞
・大学本部
（甲府キャンパス、留学生センター、大学教
育研究開発センター、キャリアセンター、自
然教育園を含む)

・教育人間科学部
（大学院、専攻科を含む）

・工学部
（大学院を含む）

・教育人間科学部附属教育実践総合センター
・教育人間科学部附属小学校
・教育人間科学部附属中学校
・教育人間科学部附属特別支援学校
・教育人間科学部附属幼稚園
・大学院医学工学総合研究部附属ワイン科学
研究センター

・大学院医学工学総合研究部附属クリスタル
科学研究センター

・大学院医学工学総合研究部附属国際流域環境
研究センター

・工学部附属ものづくり教育実践センター
・附属図書館本館
・クリーンエネルギー研究センター
（燃料電池ナノ材料研究センターを含む）

・機器分析センター
・総合情報戦略機構
・保健管理センター
・放送大学山梨学習センター
・山梨大学生活協同組合

＜医学部キャンパス＞
・事務部
（医学部キャンパス、どんぐり保育園を含
む）

・医学部
（大学院を含む）

・大学院医学工学総合研究部附属出生コホート
研究センター

・医学部附属病院
・総合分析実験センター
・附属図書館医学分館
・アイソトープ実験施設

本学は、山梨県内の２ヶ所（甲府市・中央市）にキャンパスを所有し、４学部（教育人間科学
部・医学部・工学部・生命環境学部）を持つ総合大学です。

また、２キャンパス以外に、附属４校園（幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校）、ワイン科
学研究センター、クリスタル科学研究センター、燃料電池ナノ材料研究センター等の施設を甲府市
内に持ち、活動を行っております。
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学 長

監 事 監査室

理事（企画・評価）、副
学長

理事（教学・国際交流）、
副学長

理事（財務・医療・施
設）、副学長

理事（総務・労務・情報
管理）、副学長

理事（学術研究・産学
官連携）、副学長

企画・評価課

教学支援部

財務管理部
施設・環境部
医学部事務部

総務部

総合情報戦略機構

総合情報戦略部

産学官連携・研究推
進機構

産学官連携・研究
推進部

教育人間科学部

工学部

生命環境学部

大学院

専攻科

附属図書館 本館
医学分館

クリーンエネルギー
研究センター

機器分析センター

総合分析実験セン
ター

留学生センター

大学教育研究開発
センター

キャリアセンター

燃料電池ナノ材料
研究センター

保健管理センター

医学科

附属病院

機械工学科
コンピュータ理工学科

土木環境工学科
応用化学科
循環システム工学科
附属ものづくり教育
実践センター

教育学研究科
医学工学総合教育部
医学工学総合研究部

特別支援教育特別
専攻科

学校教育課程
生涯学習課程

附属教育実践総合
センター
附属小学校
附属中学校
附属特別支援学校
附属幼稚園

医学部
看護学科

電気電子工学科

大学組織
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情報メカトロニクス
工学科

生命工学科
地域食物科学科
環境科学科
地域社会システム
学科



対象となる組織の範囲（大学構成員数）
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職　員　数　　　UNIVERSITY  PERSONNEL
平成24年5月1日現在 As of May 1, 2012

※1〔 　〕は非常勤の数で外数

※2(　　) は特任教職員等の数で外数

※3休職者及び休業者は除く

1349〔1〕(365）
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363（40）

（1）

1 2（2）

22

120（1） 113（4） 7（5） 120（28）

21 1

482（283）23（5） 364（241）

6（11）

2 4（3） 26 63（34）

1（11） 5

83（1）2

3（1）

77（1） 4

3

261（2）

（1）

261（2）

7〔1〕

計

5 1〔1〕

栄養教諭 一般職員 助　手 医療職員講 　師 助 教 教　諭 養護教諭監事 副学長/
学長特別補佐

教 授 准教授理 事学　長

1

区分

役員等 

事務部門 

教育人間科学部（附属教育実践
総合センターを含む）

教育人間科学部附属学校・園

医学部

医学部附属病院 

工学部（附属ものづくり教育実践
センターを含む）

大学院医学工学総合研究部 

総合情報戦略機構

産学官連携・研究推進機構 

クリーンエネルギー研究センター

機器分析センター

総合分析実験センター

留学生センター

大学教育研究開発センター

キャリアセンター

燃料電池ナノ材料研究センター

保健管理センター

計 

大学院教育学研究科 49 42 2 93
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学生の定員及び現員 STUDENTS

平成24年5月1日現在　As of May.1, 2012

学校教育課程 Division of School Education 125 197 (6) 282 (3) 479 (9)
生涯学習課程 Division of Lifelong Learning 20 37 (2) 55 92 (2)
国際共生社会課程 Division of Social and Cultual Studies 48 (2) 83 (1) 131 (3)
ソフトサイエンス課程 Division of Interdisciplinary Sciences 82 (1) 44 (1) 126 (2)

計   Total 145 364 (11) 464 (5) 828 (16)
医学科 School of Medicine 125 536 (5) 198 (2) 734 (7)
看護学科 School of Nursing 60 [10] 21 (1) 238 (2) 259 (3)

計   Total 185 [10] 557 (6) 436 (4) 993 (10)
機械工学科 Department of Mechanical Engineering 55 [10] 59 3 62
電気電子工学科 Department of Electronics and Electrical Engineering 55 [5] 59 4 63
コンピュータ理工学科 Department of Computer Science and Engineering 55 [5] 52 7 59
情報メカトロニクス工学科 Department of Mechatoronics 55 58 3 61
土木環境工学科 Department of Civil and Environmental Engineering 55 50 9 59
応用化学科 Department of Applied Chemistry 55 45 16 61
先端材料理工学科 Department of Science for Advanced Materials 35 33 6 39
機械システム工学科 Department of Mechanical Systems Engineering 335 (4) 12 (1) 347 (5)

電気電子システム工学科 Department of Electrical and Electronic Engineering 250 (1) 9 259 (1)
コンピュータ・メディア工学科 Department of Computer Science and Media Engineering 255 (8) 32 (1) 287 (9)
土木環境工学科 Department of Civil and Environmental Engineering 225 (6) 23 (1) 248 (7)
応用化学科 Department of Applied Chemistry 140 (6) 37 (1) 177 (7)
生命工学科 Department of Biotechnology 55 (1) 58 (1) 113 (2)
循環システム工学科 Department of Ecosocial System Engineering 107 (3) 52 159 (3)
クリーンエネルギー特別教育プログラム Special Educational Program of Clean Energy 18 (1) 2 20 (1)
ワイン科学特別教育プログラム Special Educational Program of Enology and Viticulture 10 7 17

計   Total 365 [20] 1,751 (30) 280 (5) 2031 (35)
生命工学科 Department of Biotechnology 35 16 22 38
地域食物科学科 Department of Local Produce and Food Sciences 30 16 19 35
環境科学科 Department of Environmental Sciences 30 19 13 32
地域社会システム学科 Department of Regional Social Management 35 24 13 37

計   Total 130 75 67 142
825 [30] 2,747 (47) 1,247 (14) 3994 (61)

教育支援科学専攻 Science of Educational Support 6 5 (1) 6 11 (1)
教科教育専攻 Science of Teaching and Learning 22 23 22 45

計    Total 28 28 (1) 28 56 (1)

教育実践創成専攻 Advanced Studies on Transforming Educational Practice 14 19 (1) 9 28 (1)

計    Total 14 19 (1) 9 28 (1)
医科学専攻 Medical Science 20 16 8 24
看護学専攻 Nursing Science 16 4 28 (1) 32 (1)
機械システム工学専攻 Mechanical Systems Engineeing 33 82 (2) 2 84 (2)
電気電子システム工学専攻 Eｌｅｃｔｒｉｃａｌ and Electronic Engineering 27 78 (2) 4 82 (2)
コンピュータ・メディア工学専攻 Computer Science and Media Engineering 30 80 (4) 7 87 (4)
土木環境工学専攻 Civil and Environmental Engineering 27 35 (1) 1 36 (1)
物質・生命工学専攻 Applied Chemistry and Biotechnology 1 (1) 0 1 (1)
応用化学専攻 Applied Chemistry 30 74 14 88
生命工学専攻 Biotechnology 22 37 (1) 18 55 (1)
人間システム工学専攻 Human Oriented Engineering 18 44 (1) 2 (1) 46 (2)
持続社会形成専攻 Sustainable Society Studies 30 <6> 17 (1)<1> 3 20 (1)<1>
組込み型統合システム開発教育プログラム Embedded and Integrated System Development {9} 22 2 24
国際流域環境科学特別教育プログラム River Basin Environmental Science {8} 14 2 16
クリーンエネルギー特別教育プログラム Special Educational Program of Clean Energy {2} 7 0 7
ワイン科学特別教育プログラム Special Educational Program of Enology and Viticulture {5} 5 1 6
グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム
Special Educational Program for Green Energy Conversion Science and Technology

{15} 12 1 13

計    Total 253 <6> 528 (13)<1> 93 (2) 621 (15)<1>

先進医療科学専攻 Advanced Medical Science 17 81 (2) 20 (1) 101 (3)

生体制御学専攻 Medical Science of Bioregulation 10 9 2 11

計    Total 27 90 (2) 22 (1) 112 (3)
ヒューマンヘルスケア学専攻 Nursing and Health Science 4 3 (1) 21 24 (1)
人間環境医工学専攻 Human Environment Medical Engineering 16 35 (1) 20 55 (1)
機能材料システム工学専攻 Engineering for Functional Material Systems 10 35 (6) 5 40 (6)
情報機能システム工学専攻 Information and Mechanical System Engineering 9 12 (4) 2 14 (4)
環境社会創生工学専攻 Natural, Biotic and Environment Engineering 10 16 (1) 18 (3) 34 (4)
グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム
Special Doctoral Program for Green Energy Conversion Science and Technology

{10} 3 0 3

計    Total 49 104 (13) 66 (3) 170 (16)

障害児教育専攻 Education for Children with Disabilities 30 2 14 16

計    Total 30 2 14 16
401 <6> 771 (30) 232 (6) 1003 (36)

研究生 Research Students 9 12 21
科目等履修生 Partial Students 10 8 18
特別聴講学生 Occasional Students 4 4 8

計 Total 23 24 47

1,226 [30]<6> 3,541 (77)<1> 1,503 (20) 5044 (97)<1>

学
  
部

  
 F

ac
u
lt
ie

s

　｛｝indicate the number of Capacity of Faculty of Engineering.

入学定員
Capacity

現  員   Present Enrollment

男 Male 女 Female 計 Total

区　　分
　Classification

大学院医学工学総合教育部
（修士課程）

Department of Education
Interdisciplinary Graduate School

of Medicine and Engineering
Master's Course

教育人間科学部
Faculty of Education and Human

Sciences

医学部
Faculty of Medicine

大学院医学工学総合教育部
（3年博士課程）

Department of Education
Interdiscsiplinary Graduate School of
Medicine and Engineering Doctor's

Course(3 Year's)

大学院医学工学総合教育部
（4年博士課程）

Department of Education
Interdiscsiplinary Graduate School of
Medicine and Engineering Doctor's

Course(4 Year's)

大学院教育学研究科
（教職大学院の課程）

Graduate School of Education
Master of Education's Course

生命環境学部
Faculty of Life and

Environmental Sciences

学 部 合 計   Total of Faculties

特別支援教育特別専攻科
Special Advanced Program in
Special Support Education

大学院教育学研究科（修士課
程）

Graduate School of Education

大学院 ・専 攻 科 合 計 Total of Graduate Schools and Department of Education and One-Year Advanced Program

1　[ ]内は外数で３年次編入学を示し、（ ）内は休学者を、< >内は修士課程短期特別コースの学生を内数で示す。

その他　etc.

6 医学工学総合教育部博士課程のグリーンエネルギー変換工学特別教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、機能材料システム工学専攻、  情報機能システム工学専攻の入学定員から
  各５人を充当している。

3 国際流域環境科学特別教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、土木環境工学専攻の入学定員から６人、持続社会形成専攻の入学定員から２人を充当している。

総　　合　　計    Grand Total

4 医学工学総合教育部修士課程のクリーンエネルギー特別教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、応用化学専攻の入学定員から、ワイン科学特別教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、
　 生命工学専攻の入学定員から充当している。

　[ ]indicate the Fixed numbers of 3rd-year transfer students. (  ) indicate the number of the students who are withdrawing from school temporarily.

　< >indicate the number of the students of Short-term Special Master's Course.

2 組込み型統合システム開発教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、機械システム工学専攻、電気電子システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻の入学定員から各３人を充当している。

5 医学工学総合教育部修士課程のグリーンエネルギー変換工学特別教育プログラムの｛｝内の数字は内数で、電気電子システム工学専攻の入学定員から１人、
　応用化学専攻の入学定員から３人、持続社会形成専攻の入学定員から１０人、人間システム工学専攻の入学定員から１人を充当している。
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学 長

エネルギー統括管理者〈施設担当理事〉

省エネルギー推進委員会

教育人間科学部

工学部

医学部

医学部（附属病院）

看護部

中央診療部

事務系（学務事務含）

エネルギー管理員

（甲府地区、医学部地区）

エネルギー管理企画推進者

施設マネジメント委員会

エネルギー管理員

省エネルギー実行員
（各学部等選任）

省エネルギー実行員

武田１（甲府東地区）

工学部、学部事務

各センター

特別支援学校

武田１（甲府西地区）

教育人間科学部、学部事務

本部事務、各センター

甲府地区省エネルギー専門部会

別団地の附属施設等

北新 ﾜｲﾝ科学研究ｾﾝﾀｰ

附属幼稚園

小学校、中学校

宮前２ ｸﾘｰﾝ、ｸﾘｽﾀﾙ

研究ｾﾝﾀｰ

宮前３ 燃料電池ﾅﾉ材料

研究ｾﾝﾀｰ

エネルギー管理員

省エネルギー実行員
（各学部等選任）

総合分析実験センター

医学科、看護学科、学部事務

病院、病院事務

医学部地区省エネルギー専門部会

環境活動の体制

本学の環境活動は、学長・理事のトップダウンの下、特に省エネルギーを中心に活動を行ってお
り、専門の委員会を組織し活動のための体制を整えております。

また、省エネルギーの目標達成や計画の実行のため、ブロックごとに管理員や実行員を置き構成
員への浸透を図っております。
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環境配慮の目標
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１．基本方針

山梨大学の構成員は　自発的・積極的　に省エネルギー活動に取り組む。

省エネルギーの　目標を設定　する。

省エネルギーの活動状況を、大学ホームページなどを通じて　公表　する。

２．削減目標

（１）中期目標

　　　３カ年計画の目標を平成２１年度比　－３％　とする。　（平成２２年度～２４年度）

（２）年度目標

　　　年度毎の目標を前年度比　－１％　とする。

　　　部門（建物）別年度目標を前年度比　－１％　とする。

３．省エネルギー運用基準

項　　　目

　ブラインド等の有効利用

山梨大学の省エネルギー対策基本方針・削減目標等

 運　　　用　　　基　　　準

  冷房：７月１日～９月１５日

  暖房：１１月２０日～３月３１日

  冷房：２８℃

　機器の清掃
  冷暖房シーズン前の空調機のフィルター清掃の実施

　照明器具の清掃（蛍光灯の反射板清掃）１回／年

  窓ブラインド活用による空調負荷低減

　空調期間の標準設定

　一般室内空調温度基準

　不使用時の機器停止等
  業務時間外（昼休み・長時間の席空時）のパソコン電源ＯＦＦ

  夜間、休日のコピー機、給湯ポット等の電源停止

  暖房：２０℃

  昼休み時間の照明一斉消灯

  使用していない部屋の空調停止・照明消灯

省エネルギー推進委員会

平成２３年度は、下記の目標を設定し、活動を行いました。
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環境配慮の計画
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不使用時の機器停止等

机の下等で補助暖房を使用していないか。

 運　　　用　　　基　　　準

冷房：７月１日～９月１５日

暖房：１１月２０日～３月３１日
空調期間（冷暖房）の設定

項　　　目

使用していない部屋の空調停止・照明消灯を行っている。

冷暖房シーズン前の空調機のフィルター清掃の実施の確認

照明器具の清掃（蛍光灯の反射板清掃）１回／年の確認

窓ブラインド活用による空調負荷低減

その他　（聞き取り等）

補助暖房の使用

冷房：２８℃　の温度管理を行っている。

暖房：２０℃　の温度管理を行っている。
一般室内空調温度基準

機器の清掃

ブラインド等の有効利用

すだれを使用して西日を遮り、空調負荷の
低減を図る。

業務時間外（昼休み・長時間の席空時）のパソコン電源ＯＦＦ
業務時間外（昼休み・長時間の席空時）のパソコン電源ＯＦＦ
夜間、休日のコピー機、給湯ポット等の電源停止

昼休み時間の照明一斉消灯を行っているか。

省エネパトロールチェックリスト

環境配慮の目標（山梨大学省エネル
ギー対策基本方針削減目標等）を達成す
るため、平成２３年度は、下記の活動を
計画し、実施しました。

１．「心がけてほしい身近な環境活動」

例年ポスター掲示等で構成員に実施を呼
びかけている「心がけてほしい身近な環境
活動」のさらなる実施を呼びかけました。

２． 「省エネパトロール」

平成２３年度より、省エネルギー推進委
員が、各施設の省エネルギー活動の状況を
実際に施設を周ってチェックする「省エネ
パトロール」を新たに計画し、下記のとお
りチェックリストを作成し、実施しました。
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環境配慮目標達成のための取組
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環境配慮の目標達成のため、平成２３年度は下記の取組を実施しました。

自然エネルギ－の有効利用のため、クリ－ンエネルギ－である太陽光発電の導入。消費電力
削減のため、照明のＬＥＤ化。空調使用時間の削減、空調負荷の低減等のため、網戸の取設、
窓の二重サッシ化など、省エネ設備を導入し、ＣＯ2排出量削減による地球環境対策を行いまし
た。

◆期待される効果
○省エネルギー効果と夏季のデマンド低減により、エネルギーの安定供給の確保と太陽電池
パネルの遮蔽による屋上断熱効果に伴う省エネルギー。

○照明のＬＥＤ化によりランニングコストの低減。
○網戸取設により空調使用時間の削減。
○窓開口部を二重サッシとすることで冷暖房負荷を低減。
○学生・教職員及び地域社会に対して、地球環境問題ついて先導的取り組みの普及啓発と環
境意識の醸成。

環境保護対策１．省エネルギー設備の導入

太陽光発電（医学部基礎研究棟） ＬＥＤ照明（医学部図書分館）

網戸（医学部基礎研究棟） 二重サッシ（医学部事務部）
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環境保護対策２．省エネルギー推進の啓発活動

エネルギ－を大切に使いましょう。
山梨大学

エネルギ－を大切に使いましょう。
山梨大学

 
 

エネルギ－を大切に使いましょう。 

エネルギ－を大切に使いましょう。
山梨大学

「山梨大学省エネルギー対策基本方針削
減目標等」の周知や「心がけてほしい身近
な環境活動」の掲示の他、省エネルギー推
進のための空調の温度設定の適正化や待機
電力削減のためのポスターやシールを製作、
各施設内に掲示して、省エネルギーへの意
識向上や啓発活動を行いました。

また、一部シールには温度計をつけるこ
とで、室内の温度管理を行いやすくしまし
た。

省エネルギー啓発活動に使用したシール・ポスター（一部）

環境保護対策３．エネルギー情報掲示システムの運用

エネルギ－を大切に使いましょう。
山梨大学

大学ホームページの学内専用ページ内に、現在学内で使用されているエネルギー情報をリアル
タイムで表示するシステムを運用し、省エネルギーに対する意識向上を図りました。

このシステムは、大学内（現在は医学部キャンパスのみ）のエネルギー（電気・空調用ガス・
上水・井水）使用状況をリアルタイムで表示することができるほか、今日のエネルギー使用状況
の推移や各施設ごとのエネルギー使用状況の詳細、また今日と昨日や今月と先月とのエネルギー
使用状況の推移の比較を行うことができます。

山梨大学 エネルギー情報提示システム
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環境配慮の目標達成のための取組（活動成果）
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甲府キャンパス
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

A重油 517 547 552
都市ガス 525 577 453

電力（昼間買電） 2,686 2,692 2,361
電力（夜間買電） 1,181 1,292 1,117

合　計 4,909 5,108 4,483
前年度比 ― 4.1% -12.2%

医学部キャンパス
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

A重油 147 209 230
都市ガス 5,130 5,309 4,801

電力（昼間買電） 4,856 4,520 4,076
電力（夜間買電） 2,425 2,259 2,080

合　計 12,558 12,297 11,187
前年度比 ― -2.1% -9.0%

両キャンパス合計
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

A重油 664 756 782
都市ガス 5,655 5,886 5,254

電力（昼間買電） 7,542 7,212 6,437
電力（夜間買電） 3,606 3,551 3,197

合　計 17,467 17,405 15,670
前年度比 ― -0.4% -10.0%

電力(昼間)
6,437
(41%)

都市ガス
5,254
(34%)

A重油
782
(5%)

電力(夜間)
3,197
(20%)

4,909

12,558

5,108

12,297

4,483

11,187

0

5,000

10,000

15,000

20,000

[トン]

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

甲府キャンパス 医学部キャンパス

前項の環境目標達成の取組による成果は次のとおりです。

省エネルギー設備の導入や啓発活動、エネルギー使用状況の実地でのチェックやモニタリングに
代表される取組により、CO2を排出しない電力の確保、電化製品の使用量の削減、空調設備の使用量
の削減につながりました。

その結果、電力（買電）量の削減や空調設備の稼動に必要な化石燃料の消費量を削減することが
でき、本学量キャンパスでは、平成２３年度は前年度比で－10％の大幅なCO2排出量の削減となり目
標を大幅に達成することができました。

個別では、Ａ重油のCO2排出量は両キャンパスで増加したものの、空調設備等で大量に使用され、
両キャンパス全体のCO2排出量の34％を占める都市ガスと、各種電化製品・空調設備・実験設備全般
で大量に使用され、両キャンパス全体のCO2排出量の実に61％（昼間41％、夜間20％）を占める電力
が、取組の成果もあり、それぞれ前年度比－11％、－10％の削減を達成することができました。

また、数値的な成果のほかに、全学的な取組によって、本学構成員全体での環境意識の向上や日
常生活での省エネ活動の浸透等の波及的な効果がありました。

両キャンパス
CO2総排出量

15,670ｔ

両キャンパスCO2排出量一覧（過去３年間）
（単位：ｔ）

平成２３年度CO2排出量内訳

CO2排出量推移（過去３年間）
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平成23年度　集計 《 重 油 使 用 量 》

甲府キャンパス 188,500 L 前年比 -3% 医学部キャンパス 85,098 L 前年比 10%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
0
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医学部キャンパス

単位 : L
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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甲府キャンパス

単位 : L

甲府キャンパス(東)　 2%減( 2,400L)
甲府キャンパス(西)   3%減( 2,900L)

平成23年度 平成22年度 平成21年度

事業活動に伴う環境への負荷

UNIVERSITY OF YAMANASHI Environmental Report

本学の平成２３年度の事業活動に伴う環境への負荷は次のとおりです

85,098 31%

104,000 38%

84,500 31%

11,644,920 42% 7,063,140 26%

8,734,950 32%

ガス

上水
下水

重油

電力量

重油使用率  ４ %

重油使用料金(平成２３年度)
　甲府キャンパス(西)  7,063千円
　甲府キャンパス(東)  8,735千円
　附属病院地区　　　 11,645千円

・甲府キャンパスは冬季暖房のみ使
　用しているが、年次計画で個別空
　調(電気)を推進している

・医学部キャンパスは附属病院の発
　電機を主に使用している

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成２３年度重油使用量の月別推移 [L]

0
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1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成２３年度重油使用料の月別推移 [円]

甲府キャンパス(西) 甲府キャンパス(東) 北新団地 宮前2団地 宮前3団地 小曲団地 医学部地区 附属病院地区

甲府キャンパス(東)

甲府キャンパス(西)附属病院地区

平成２３年度重油使用量 [L]

総量　273,598L

平成２３年度重油使用料 [千円]

総額　27,443千円

甲府キャンパス(東)

甲府キャンパス(西)附属病院地区

環境保護対策１．重油使用状況

１６



UNIVERSITY OF YAMANASHI Environmental Report

平成23年度　集計 《 ガ ス 使 用 量 》

甲府キャンパス 210,591 m3 前年比 -22% 医学部キャンパス 2,237,428 m3 前年比 -10%
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甲府キャンパス(東)　23%減( 26,349ｍ3)
甲府キャンパス(西)  19%減( 19,787ｍ3) 医学部地区　22%減( 107,965ｍ

3
)

病院地区　　 5%増(   6,064ｍ3)

88,699 4%

19,904 1% 14,629 1%

2,509 0.1%
384,663 16%

84,850 3%

1,852,765 75%

2,072,668 1% 1,241,772 1%

304,189 0.2%
20,872,705 15%

6,785,598 5%

6,836,797 5%

100,162,645 73%

ガス

上水
下水

重油

電力量

ガス使用率  22 %

ガス使用料金(平成２３年度)
　甲府キャンパス(西)  6,837千円
　甲府キャンパス(東)  6,786千円
　北新団地　　　 　   2,073千円
　宮前２団地　　　　  1,242千円
　宮前３団地　　　　    304千円
　医学部地区　　　　 20,873千円
　附属病院地区　　　100,163千円

・甲府キャンパスは東・西両地区で
　各々約４割使用
・使用量ベースで約91%、支払いベ
　ースで約88%が医学部キャンパス
・甲府・医学部キャンパスとも夏と
　冬にピークがある
・附属病院の、主熱源は中圧ガス
・附属病院は、主に空調＋給湯とし
　て使用
・附属病院使用量の中に一部空調用
　として医学部(総合分析実験セン
　ター(動物実験施設とRI実験施設)
　に供給している
・附属病院は夏季に冷温水、冬季に
　蒸気の使用量が増加する
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環境保護対策２．ガス使用状況
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平成23年度　集計 《 電 力 使 用 量 》

甲府キャンパス 9,304,886 kWh 前年比 -9% 医学部キャンパス 16,308,182 kWh 前年比 -8%
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医学部地区　10%減( 669,259kWh)
病院地区　　 6%減( 675,248kWh)

甲府キャンパス(東)  7%減( 345,218kWh)
甲府キャンパス(西) 15%減( 427,463kWh)
北新団地　　　　　  9%減(  76,627kWh)
宮前２団地　　　　 23%減( 149,018kWh)
宮前３団地　　　　 12%増( 114,592kWh)

138,985,757 37%

47,014,542 12%

78,098,470 20%

9,208,469 2%

14,141,193 4%

17,325,896 4%

304,701 0.1%

82,690,941 21%

ガス

上水
下水

重油

電力量

電力量使用率  ６３ %

電力使用料金(平成２３年度)
　甲府キャンパス(西) 47,015千円
　甲府キャンパス(東) 78,098千円
　北新団地　　　 　  14,141千円
　宮前２団地　　　　  9,208千円
　宮前３団地　　　　 17,326千円
　小曲団地　　　　　　　305千円
　医学部地区　　　　 82,691千円
　附属病院地区　　　138,986千円

・甲府キャンパスの約49%は東地区
　で使用

・医学部キャンパスの約63%は附属
　病院地区で使用

・甲府・医学部キャンパスとも学部
　地区では、夏と冬にピークがある

・附属病院地区は、夏季にピークが
ある
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北新団地

総量　26,613MWh

宮前３団地

平成２３年度電力使用料 [千円]

総額　387,465千円
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環境保護対策３．電気使用状況
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平成２３年度契約電力
甲府キャンパス（西）　1,010KW
甲府キャンパス（東）　1,457KW
医学部キャンパス　　　3,312KW

団地別契約電力推移 [kW]

平成20年度最大電力 平成21年度最大電力 平成22年度最大電力 平成23年度最大電力

平成20年度平均気温 平成21年度平均気温 平成22年度平均気温 平成23年度平均気温

《最大電力使用状況》
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平成23年度　集計 《 上 水 使 用 量 》

甲府キャンパス 69,434 m3 前年比 -13% 医学部キャンパス 147,823 m3 前年比 3%
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甲府キャンパス(東)　13%減( 3,719ｍ3)
甲府キャンパス(西)  14%減( 4,733ｍ3)

医学部地区　7%減( 1,402ｍ
3
)

病院地区　  5%増( 6,064ｍ
3
)

平成23年度 平成22年度 平成21年度
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4,534,752 20%

6,038,245 26%

7,574,099 33%

329,295 1%

611,222 3%189,174 1%

315,624 1%

3,578,112 15%

ガス

上水
下水

重油

電力量

上水使用率  4 %

上水使用料金(平成２３年度)
　甲府キャンパス(西)　7,574千円
　甲府キャンパス(東)　6,038千円
　北新団地　　　　　　3,578千円
　宮前２団地　　　　　  316千円
　宮前３団地　　　　　  329千円
　小曲団地　　　　　　　189千円
  医学部地区　　　　　  611千円
　附属病院地区　　　  4,535千円

・甲府キャンパスは東・西両地区で
　各々約３割使用
・医学部キャンパスは井水飲用化に
　より約90%削減

井水
・上水に濾過した井水を供用
　(市水１：井水濾過９)
・年間使用量　132,286ｍ3
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総量　217,257m3
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総額　22,981千円
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環境保護対策４．上水使用状況
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平成23年度　集計 《 井 水 使 用 量 》

医学部キャンパス 132,286 m3 前年比 0.2%
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環境保護対策５．井水使用状況

本学では、平成１９年度より医学部キャンパスにおいて井水の飲用化を開始しています。
平成２３年度は井水９に対して市水１の割合で供給し、１年間の使用量は132,286㎥でした。
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23,638,260 53%

180,768 0.4%
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下水使用率  ７ %

下水使用料金(平成２３年度)
　甲府キャンパス(西)  6,033千円
　甲府キャンパス(東)  6,030千円
　北新団地　　　 　   2,826千円
　宮前２団地　　　　    236千円
　宮前３団地　　　　    250千円
　小曲団地　　　　　　　181千円
　医学部地区　　　　  5,070千円
　附属病院地区　　　 23,638千円

・甲府キャンパスは東・西両地区
　で各々約４割使用

・医学部キャンパスの約82%は附属
　病院
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総額　44,083千円
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平成23年度　集計 《 下 水 使 用 量 》

甲府キャンパス 64,557 m3 前年比 -13% 医学部キャンパス 195,026 m3 前年比 3%
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甲府キャンパス(東)　13%減( 3,719ｍ3)
甲府キャンパス(西)  14%減( 4,082ｍ3)

医学部地区　 2%増(   676ｍ
3
)

病院地区　　 3%増( 5,114ｍ
3
)

環境保護対策６．下水使用状況

平成23年度 平成22年度 平成21年度
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環境関連法への対応状況

UNIVERSITY OF YAMANASHI Environmental Report

ＰＣＢ機器保有数量

ＰＣＢ管理状況（特別管理産業廃棄物として厳重に管理）

環境保護対策ＰＣＢ廃棄物対応状況

本学では、平成２３年度各種環境関連法に対応するための活動を行いました。
具体的な取組は下記のとおりです。

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は、その特性（絶縁性・不燃性）により、トランスやコンデンサ
の絶縁油や潤滑油、インクなど様々な用途に利用されていましたが、強い毒性や中毒症状等の健康
障害や環境汚染の危険性が指摘され、現在は製造されておりません。

しかし、それまでに広く普及していたため、政府はＰＣＢの確実で適正な処理を進めるため、平
成１３年６月２２日に「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」を公
布し、同年７月１５日より施行されています。

この法律では、事業者にＰＣＢの保管状況の届出や、平成２８年７月までのＰＣＢの処理が義務
付けられています。

本学でもこの法律を順守し、本学で保有しているＰＣＢ機器の洗い出し、保管とその届出を行い、
処理施設（本学のある山梨県では北海道室蘭市の施設）での処理を進めています。

コンデンサ ２０個
安定器 ２，４７２個
油 ４０Ｌ
変圧器 ２４台
油入開閉器 １台
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国立大学法人山梨大学環境報告書

所在地（対象団地） ： （甲府キャンパス）
山梨県甲府市武田４丁目４番３７号

（医学部キャンパス）
山梨県中央市下河東１１１０番地

対象期間 ： ２０１１年度（平成２３年度）
平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日

作成部署 ： 国立大学法人山梨大学
総務部総務・広報課
施設・環境部

問い合わせ先 ： 国立大学法人山梨大学
総務部総務・広報課
住 所 山梨県甲府市武田４丁目４番３７号
ＴＥＬ ０５５－２２０－８００３（直通）
ＦＡＸ ０５５－２２０－８０２４
ｅ－mail  soumuk@yamanashi.ac.jp

平成２４年９月


